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●
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
と
は
●

今
回
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
定
番
で
あ
る
ス
キ
ー

の
道
具
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
暑
い
真
夏
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
の
に
ス
キ
ー
板
の
話
題
を
今
紹
介
す

る
の
は
ど
う
か
と
は
思
い
ま
す
が

・
・
・
話
を
進
め
ま

す
。
さ
て
、
当
た
り
前
で
す
が
ス
キ
ー
を
す
る
上
で

大
事
に
な
る
道
具
は
な
ん
と
い
っ
て
も
ス
キ
ー
板
で
す

。
こ
の
ス
キ
ー
板
と
い
う
道
具
は
多
種
多
様
に
あ
り

時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
全
て
を
説
明
す
る

に
は
こ
の
掲
載
欄
で
は
と
て
も
書
き
き
れ
ま
せ
ん
の
で

、
現
在
代
表
的
な
も
の
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
カ
ー
ビ

ン
グ
ス
キ
ー
と
い
う
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
カ
ー
ビ
ン

グ
は

「削
る
」

「切
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ス
キ

ー
板
の
ト
ッ
プ

（先
頭
部
）
と
テ
ー
ル

（後
部
）
の
幅

が
広
く
、
セ
ン
タ
ー

（中
央
部
）
は
狭
め
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
各
部
位
の
エ
ッ
ジ
が
綺
麗
に
サ
イ
ド

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
を
経
験
し
た
事
が

あ
る
方
は
必
ず
耳
に
す
る
の
が

「
エ
ッ
ジ
」
で
す
。

こ
れ
が
な
い
と
曲
が
る
事
も
止
ま
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
で
、
そ
の
エ
ッ
ジ
が
曲
線
を
描
い
て
い
る
と
い
う

事
で

（昔
の
板
は
エ
ッ
ジ
が
直
線
で
し
た
）
ス
キ
ー
板

の
操
作
を
よ
り
簡
単
に
で
き
、
綺
麗
な
曲
線
を
ゲ
レ
ン

デ
に
描
く
事
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
体
の
使
い
方
も

大
事
で
す
の
で
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
が
あ
れ
ば
誰
で
も

す
ぐ
に
綺
麗
に
曲
が
れ
る
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
練
習
あ
る
の
み
で
す
。
そ
し
て
腕
を
磨
き
綺
麗
な
曲

線
を
ゲ
レ
ン
デ
に
描
き
き
っ
た
時
に
は
サ
イ
コ
ー
の
気

分
に
な
り
ま
す
。
少
々
マ
ニ
ア
ッ
ク
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
朝

一
の
誰
も
滑
っ
て
い
な
い
ゲ
レ
ン
デ
に
自
分
の

思
い
通
り
の
弧
を
描
く
瞬
間
の
為
な
ら
ば
早
起
き
す
る

事
は
な
ん
の
苦
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぐ
ら
い
ハ
マ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
進
化
し
た
道
具
を
使
っ
て
綺
麗

な
曲
線
を
広
大
な
ゲ
レ
ン
デ
に
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
維
持
に
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

冬
場
は
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
体
力
作
り
に

も
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
。
石
川
県
に
は
ス
キ
ー
場
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
全
盛
期
に
比
べ

（全
盛
期
に
は

八
か
所
も
！
！
）
ス
キ
ー
を
楽
し
む
方
や
ス
キ
ー
場
自

体
は
だ
い
ぶ
減
り
ま
し
た
が
リ
フ
ト
待
ち
は
近
年
は
ほ

ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

（昔
は
３
０
分
以
上
の
リ
フ
ト
待
ち

は
当
た
り
前
で
し
た
）
半
日
で
も
十
分
に
楽
し
め
ま
す

。
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

四
班

田
中
和
彦

■

「夏
越(

な
ご
し)

の
祓(

は
ら
え)

」

に
つ
い
て
六
月
二
十
二
日

（火
）
午
後

六
時
よ
り

「夏
越
大
祓
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

夏
越
の
祓
は
今
年
前
半
の
穢
れ
を
祓
っ
て
無
事
に
過

ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
後
半
も
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
祈
る
神
事
で
す
。
参
拝
の
方
法
は
形
代

（か
た

し
ろ
）
と
い
う

「人
形

（ひ
と
が
た
）
」
に
名
前
を

書
き
、
息
を
吹
き
か
け
罪
や
穢
れ
を
封
じ
込
め
て
神

社
に
納
め
て
下
さ
い
。
大
祓
式
に
お
い
て
祓
を
行
い

清
め
ま
す
。

「人
形
」
は
後
日
班
長
が
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
家
族
全
員
の
名
前
を
書
き
班
長
に
渡
し
て
下
さ

い
。
お
祓
い
料
は
五
百
円
で
す
。

■

「茅(

ち)

の
輪(

わ)

く
ぐ
り
」
に
つ
い
て

「茅
の
輪
」
は
六
月
二
十
二
日

（日
）
ま
で
に

境
内
に
設
置
し
て
お
き
ま
す
の
で
神
社
参
拝
の

折
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「茅
の
輪
」
の
く
ぐ
り
方
は

①
茅
の
輪
の
前
に
立
ち
、

一
礼
を
し
て
、
左
ま
わ
り

に
く
ぐ
り
、
茅
の
輪
の
前
に
戻
り
ま
す
。

②
二
回
目
も

一
礼
を
し
、
右
ま
わ
り
に
く
ぐ
っ
て
茅

の
輪
の
前
に
戻
り
ま
す
。

③
三
回
目
も

一
礼
を
し
、
左
ま
わ
り
に
く
ぐ
っ
て
茅

の
輪
の
前
に
戻
り
ま
す
。

④
最
後
に
あ
ら
た
め
て

一
礼
を

し
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、
神
前

に
進
ん
で
お
参
り
し
ま
す
。

「茅
の
輪
」
は
七
月
五
日
ま
で

設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
無
病

息
災
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ

い
。

■
公
民
館
清
掃

●
六
月
十
三
日

（日
）
第
二
十
五
班
の
皆
様

●
六
月
二
十
七
日

（日
）
第
二
十
六
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な

っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
六
月
十
九
日

（土
）
第
八

・
九

・
十
班
班
長
の
皆

様
●
午
前
七
時
半
よ
り

一
時
間

●
福
島
町
会
館

・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

■
五
月
十
九
日

（水
）
十
九
時
半
～

福
島
町
会
館

●
町
内
会
長

・
だ
い
ぶ
暖
か
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

・
近
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
が
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
土
木
委
員
会

・
し
ら
さ
ぎ
の
里
二
十
五
班
付
近
か
ら

一
番
道
路

へ
向

か
う
道

（七
班
朝
本
宅
北
側
）
、
穴
が
あ
り
簡
易
ア

ス
ァ
ル
ト
で
補
修
予
定
。

・
元
水
道
記
念
館
と
西
部
公
園
の
樹
木
の
巨
木
化
、
業
者

へ
依
頼
し
整
備
予
定
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
安
心
マ
ッ
プ
、
六
月
よ
り
作
成
再
開
予
定
。

●
生
活
環
境
委
員
会

・
五
月
八
日

（土
）
、
し
ら
さ
ぎ
の
里
内
除
草
。

・
五
月
十
六
日

（日
）
同
、
樹
木
の
伐
採
。

・
五
月
三
十
日

（日
）
百
寿
会
に
よ
る
墓
場
掃
除
。

・
六
月
十
三
日

（日
）
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
。

予
備
日
は
七
月
四
日

（日
）
予
定
。
詳
細
後
記
。

●
広
報
委
員
会

・
今
号
の
作
成
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

●
自
主
防
災
会

・
安
否
確
認
表
を
見
直
し
予
定
。

前
述
の
安
心
マ
ッ
プ
作
成
と
も
協
力
。

●
防
災
委
員
会

・

「自
衛
消
防
団
合
同
訓
練
大
会
」
中
止
。

●
神
社
係

・
境
内
の
木
を
三
日
間
か
け
て
伐
採
済
。

・
六
月
二
十
二
日

（火
）
夏
越
の
祓
い
。

●
公
民
館

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
中
止
。

・
町
民
バ
ス
旅
行
、
夏
祭
り
中
止
予
定
。

・
西
川
遊
歩
道
ラ
イ
ト
設
置
、
昨
年
よ
り

規
模
を
拡
大
し
て
実
施
予
定
。
詳
細
後
記
。

●
議
会

・
六
月
七
日
～
二
十
八
日
実
施
予
定
。

・
福
島
町
保
育
園
解
体
後
、
土
地
は
能
美
市
よ
り

福
島
町

へ
返
還
。
利
用
方
法
要
検
討
。

●
そ
の
他

・
墓
場
内
の
地
図
を
作
製
予
定
。

・
公
民
館
水
道
管
破
損
の
模
様
処
理
方
法
検
討
中
。

日
吉
神
社
よ
り

し
ら
さ
ぎ
の
里
の
街
路
灯
調
整

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■六月六日（日）から
昨年、数々の行事が見送られる中、
公民館行事として１００本の設置を
行いました。今年も同じ様な状況が
続く中、規模を拡大して実施します。

町民の皆様の夕涼みの一助となれ
ば幸いです。ぜひ、お出かけ下さい
ませ。

お知らせ

■のみ活倶楽部

能美市主催健康
教室
■おきらくカフェ

いずれも中止中

西
川
遊
歩
道
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
設
置

町
民
の
方
か
ら
、
「し
ら
さ
ぎ
の
里
の
街
路
灯
の
一
部
が

終
日
点
灯
し
て
い
る
」と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

確
認
し
ま
す
と
、
筆
者
宅
前
を
含
め
、
数
灯
が
ご
指
摘

の
通
り
で
あ
り
、
調
整
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
何
か
お
気
づ
き
の
場
合
、
遠
慮
な
く
お
申
し

付
け
下
さ
い
ま
せ
。

◎
樹
木
伐
採

五
月
七
日
～
十
日
に
か
け
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
氏
子
総
代
に
よ
り
神
社
境
内
の
樹
木
の
伐
採
を
行
い

ま
し
た
。
手
の
届
く
限
り
で
す
が
伸
び
放
題
の
枝
を
落

と
し
た
こ
と
で
、
少
し
境
内
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
不
要
な
枝
を
落
と
し
て
い
き
ま
す
。

■
六
月
十
三
日
（
日
）
午
前
七
時
頃
よ
り

毎
年
恒
例
の
防
虫
作
業
で
す
。
軽
ト
ラ
五
台
で
町
内
を

周
り
ま
す
。

●
洗
濯
物
、
家
庭
菜
園
、
ペ
ッ
ト
な
ど
配
慮
を
致
し
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
何
か
ご
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
お
声
が
け
を
い
た
だ

く
か
、
目
立
ち
ま
す
様
に
張
り
紙
を
し
て
下
さ
い
。

ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業

昨年の模様


